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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
怪
異
の
出
る
町
で
　

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
１
６
Ｕ

【
作
者
名
】

　
ル
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
高
校
２
年
生
の
竹
野
友
里
は
、
親
友
の
亜
紀
と
一
緒
に
登
校
し
た
。
そ
し
て
、

教
室
に
行
っ
て
み
る
と
、
２
人
の
教
室
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
！
！

２
人
は
、
教
室
を
元
に
戻
す
た
め
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
内
に
、
あ
る
真

実
へ
と
行
き
着
く
の
だ
が
、
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
。
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始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
１

私
は
、
夏
休
み
、
私
に
出
会
っ
た
。
竹
野
友
里
と
い
う
、
自
分
の
存
在
を
確
か

め
た
。

あ
っ
て
良
か
っ
た
。
い
や
、
あ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
け

れ
ど
。

あ
れ
が
、
無
か
っ
た
ら
と
思
う
と
、
や
り
き
れ
な
い
。

だ
っ
て
、
あ
の
時
か
ら
、
私
の
生
活
の
す
べ
て
が
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

か
ら
。

私
の
、
最
近
の
こ
と
。
あ
る
い
は
、
２
年
位
前
の
事
柄
を
話
す
前
に
。

５
年
前
の
、
あ
の
出
来
事
か
ら
、
聞
い
て
も
ら
お
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
１
（
２
）

私
立
砂
浜
中
学
校
高
等
学
校
。
私
の
通
う
高
校
の
名
前
だ
。
今
は
、
高
２
の
秋
。

５
年
前
と
言
え
ば
、
中
学
校
１
年
生
。

や
や
こ
し
い
の
で
、
そ
の
時
の
時
系
列
で
、
話
を
進
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
２
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「
お
は
よ
ー
。
友
里
」

「
お
は
よ
ー
。
亜
紀
」

そ
ん
な
普
通
の
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、
登
校
す
る
私
達
。

今
は
、
８
月
。
ク
ラ
ス
全
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
、
他
の
ク
ラ
ス
に
、
友
好
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
時
期
だ
。

「
あ
つ
い
ね
ー
。
私
な
ん
か
、
今
す
ぐ
溶
け
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う

よ
」

「
だ
よ
ね
ー
。
今
日
な
ん
か
特
に
、
暑
さ
全
開
！
っ
て
か
ん
じ
だ
よ
ね
ー
」

「
そ
う
そ
う
」

「
あ
、
そ
う
だ
！
コ
ン
ビ
二
で
ア
イ
ス
食
べ
て
行
こ
う
よ
！
」

「
買
い
食
い
は
禁
止
だ
よ
」

「
そ
う
だ
っ
た
っ
け
？
」

私
の
買
い
食
い
の
ク
セ
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
直
ら
な
い
ら
し
い
。

亜
紀
が
呆
れ
た
様
な
顔
に
な
っ
た
。

あ
と
、
言
っ
て
お
く
と
、
亜
紀
は
親
友
。
消
し
ゴ
ム
を
拾
っ
て
あ
げ
た
時
に
、

友
達
に
な
っ
た
ん
だ
っ
け
。
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「
昨
日
、
先
生
が
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
。
”
買
い
食
い
は
禁
止
で
す
。
み
ん
な
、

絶
対
に
し
な
い
様
に
”
っ
て
」

「
え
ー
。
ど
う
せ
、
誰
も
見
て
な
い
で
し
ょ
う
？
」

「
後
ろ
に
先
生
が
歩
い
て
る
の
に
、
ど
う
し
て
気
が
つ
か
な
い
か
な
ー
」

「
え
？
・
・
・
う
わ
っ
！
本
当
だ
！
」

後
ろ
を
先
生
が
、
普
通
に
あ
る
い
て
い
た
。
し
き
り
に
時
計
を
気
に
し
て
い
る
。

あ
れ
？
時
計
？

「
ヤ
バ
イ
よ
、
亜
紀
！
遅
刻
、
遅
刻
っ
！
」

「
え
？
う
そ
？
・
・
・
っ
て
時
間
ヤ
バ
っ
！
走
れ
ー
！
！
」

急
い
で
下
足
へ
と
駆
け
込
む
私
と
亜
紀
。

教
室
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
る
か
な
ん
て
、
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
。
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始
ま
り
（
後
書
き
）

時
間
が
無
い
の
で
、
い
つ
も
、
こ
れ
く
ら
い
の
長
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う

の
で
す
が
、
ご
了
承
下
さ
い
。
読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
３

私
達
は
、
廊
下
を
走
っ
た
。
全
速
で
・
・
・
。

そ
し
て
、
教
室
の
前
で
、
立
ち
つ
く
し
た
。

教
室
の
中
に
は
、
闇
が
広
が
っ
て
い
た
。

黒
く
、
暗
く
、
何
も
か
も
吸
い
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
、
闇
が
、
広
が
っ
て
い

た
。

自
然
に
、
鼓
動
が
速
く
な
る
。

「
ね
え
、
友
里
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
何
？
こ
れ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」

「
黒
い
画
用
紙
と
か
じ
ゃ
あ
、
な
さ
そ
う
さ
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

亜
紀
は
冷
静
だ
。
こ
ん
な
時
に
も
、
の
ん
き
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
る
。

私
は
、
父
が
最
後
に
残
し
た
手
紙
を
思
い
出
し
て
い
た
。
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そ
こ
に
は
、
こ
う
、
書
い
て
あ
っ
た
。

ー
ー
ー
友
里
が
、
自
分
の
す
べ
て
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
。
大
切
な
物
が
一
つ
、

闇
に
包
ま
れ
る
。
ー
ー
ー

ー
ー
ー
そ
の
闇
と
、
友
里
の
心
を
通
じ
さ
せ
る
物
を
見
つ
け
た
時
。
ー
ー
ー

ー
ー
ー
闇
は
、
あ
る
べ
き
場
所
へ
、
帰
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。
ー
ー
ー

え
。

ー
ー
ー
真
実
は
、
刀
の
様
に
。
鋭
く
、
凶
暴
に
、
お
前
の
心
を
切
り
裂
く
だ
ろ

う
。
ー
ー
ー

ー
ー
ー
た
だ
し
、
得
る
物
は
、
大
き
い
・
・
・
・
・
・
ー
ー
ー

ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー

ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー

そ
の
時
は
、
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
、
教
室
が
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
以
上
、
き
っ
と
、
こ
の
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
、
空
白
の
あ
っ
た
手
紙
の
意
味
が
、
今
、
よ
く
分
か
っ
た
。

「
亜
紀
・
・
・
」

「
ん
？
何
？
」

「
お
母
さ
ん
に
伝
え
て
お
い
て
。
”
手
紙
の
意
味
が
分
か
っ
た
。
少
し
出
か
け

て
く
る
”
っ
て
」
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「
お
っ
け
ー
」

た
っ
た
っ
た
っ
と
、
足
音
を
た
て
な
が
ら
去
っ
て
行
く
亜
紀
。

こ
う
い
う
時
、
亜
紀
は
何
も
聞
か
ず
に
伝
え
て
く
れ
る
。

余
計
な
詮
索
は
し
な
い
。

私
は
、
教
室
の
ド
ア
か
ら
、
出
来
る
だ
け
距
離
を
と
っ
た
。

私
の
教
室
は
、
廊
下
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
の
で
、
約
１
０
ｍ
位
だ
。

・
・
・
緊
張
す
る
。

本
当
に
、
こ
の
や
り
方
で
、
あ
っ
て
い
る
の
か
。

し
か
し
、
・
・
・
・
・
・
選
択
肢
は
、
こ
れ
し
か
な
い
。

私
は
、
廊
下
を
走
っ
て
、

教
室
の
闇
へ
、
飛
び
込
ん
だ
。
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教
室
（
後
書
き
）

読
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誤
字
・
脱
字
等
あ
れ
ば
、
お

許
し
く
だ
さ
い
。
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闇
の
中

私
は
、
闇
の
中
を
落
ち
て
い
た
。

ど
こ
ま
で
も
黒
い
、
闇
の
中
を
・
・
・
。

底
は
、
も
ち
ろ
ん
、
見
え
な
か
っ
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
突
然
、
眼
が
覚
め
た
か
の
様
に
、
意
識
が
回
復

し
た
。

だ
が
、
体
が
動
か
な
い
。

小
指
一
本
、
動
か
な
い
・
・
・
。

私
の
体
は
、
さ
っ
き
と
は
正
反
対
に
、
輝
く
光
の
中
に
、
浮
か
ん
で
い
た
・
・
・

。目
の
前
に
人
影
が
見
え
る
・
・
・
。

何
か
を
、
話
し
て
い
る
・
・
・
・
。

聞
き
取
ろ
う
と
す
る
と
、
頭
の
中
に
、
直
接
、
そ
の
声
が
、
聞
こ
え
て
き
た
。
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ー
ー
ー
ー
竹
野
・
・
・
・
・
・
友
里
・
・
・
・
・
・
ー
ー
ー

相
手
は
、
私
の
名
前
を
、
知
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。

ー
ー
ー
ー
今
か
ら
話
す
こ
と
を
注
意
し
て
聞
い
て
下
さ
い
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
あ
な
た
の
父
上
よ
り
、
伝
言
を
承
っ
て
お
り
ま
す
・
・
・
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
伝
言
は
、
”
手
紙
の
力
を
放
て
”
と
の
こ
と
で
す
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
こ
の
伝
言
と
同
時
に
、
渡
す
様
に
言
わ
れ
た
物
で
す
。
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
お
受
け
取
り
下
さ
い
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ま
た
お
会
い
す
る
様
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
そ
の
時
は
、
ご
随
意
に
・
・
・
・
・
・
ー
ー
ー

瞬
間
、
私
の
体
は
ま
た
、
闇
に
包
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
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黒
い
箱

「
友
里
・
・
・
友
里
！
」

亜
紀
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
目
が
覚
め
た
。
廊
下
で
寝
て
い
た
ら
し
い
。

右
手
に
は
、
さ
っ
き
人
影
に
貰
っ
た
黒
い
箱
が
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
夢
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。

「
あ
ー
。
び
っ
く
り
し
た
。
死
ん
だ
の
か
と
思
っ
ち
ゃ
っ
た
」

「
こ
ん
な
所
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
死
ぬ
の
よ
」

「
う
ー
ん
・
・
・
転
ん
だ
り
と
か
？
」

「
・
・
・
・
・
・
」

私
は
お
婆
さ
ん
か
・
・
・
。

っ
て
い
う
か
、
仰
向
け
に
転
ぶ
人
っ
て
、
い
な
い
で
し
ょ
・
・
・
・
・
・
。

「
で
、
そ
れ
何
？
」

亜
紀
が
、
黒
い
箱
を
指
差
し
て
言
う
。

「
分
か
ら
な
い
の
。
さ
っ
き
貰
っ
た
所
だ
か
ら
」

「
開
け
な
い
の
？
」



13

「
・
・
・
・
・
・
」
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ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

「
開
け
な
い
？
」

「
え
ー
っ
と
・
・
・
・
・
・
そ
う
だ
ね
。
開
け
て
み
よ
っ
か
」

「
う
ん
。
そ
う
し
な
い
と
、
こ
の
物
語
、
全
然
進
ま
な
い
し
」

え
？
・
・
・
・
・
・
い
や
、
そ
れ
言
っ
ち
ゃ
駄
目
で
し
ょ
。

「
何
か
な
？
　
食
べ
物
？
？
」

「
違
う
と
思
う
よ
」

亜
紀
が
が
っ
か
り
し
た
顔
を
す
る
。

「
あ
・
・
・
い
や
・
・
・
そ
う
と
も
限
ら
な
い
」

「
本
当
！
？
」

言
っ
た
と
た
ん
、
亜
紀
は
パ
ア
ッ
と
目
を
輝
か
せ
た
。

単
純
だ
な
あ
・
・
・
・
・
。

お
菓
子
で
誘
拐
さ
れ
る
人
っ
て
、
た
ぶ
ん
亜
紀
み
た
い
な
の
を
言
う
ん
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
開
け
る
よ
？
」
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私
は
、
箱
を
ゆ
っ
く
り
と
開
け
た
。

・
・
・
・
・
・
そ
の
時
だ
っ
た
。

「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
」

亜
紀
の
悲
鳴
が
、
廊
下
中
に
響
き
渡
っ
た
・
・
・
・
・
。
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も
う
一
人

同
時
刻
に
、
俺
、
紅
暁
は
、
学
校
の
廊
下
を
歩
い
て
い
た
。

く
れ
な
い
あ
き
ら

「
あ
ー
。
金
が
な
い
・
・
・
・
・
」

昨
日
、
買
い
物
（
無
駄
遣
い
と
も
言
う
）
で
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
、
廊
下
の
曲
が
り
角
を
折
れ
る
。
と
・
・
・
・
、

『
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
』

廊
下
の
向
こ
う
の
方
で
し
ゃ
が
ん
で
い
た
女
子
が
、
悲
鳴
を
あ
げ
た
。

そ
の
女
子
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、
も
う
一
人
誰
か
い
る
様
だ
。

「
ど
う
し
た
？
」

駆
け
寄
る
と
そ
こ
に
は
、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
全
身
を
黒
い
煙
で
覆
わ
れ
た
誰
か
が
い
た
・
・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

怪異の出る町で　
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